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ビジネスのグローバル化が進み、企業が生み出す製品やサービスが人や環境に及ぼす影響は日々拡大し
ており、企業として社会的責任を果たすことが厳しく求められています。ノリタケカンパニーは、創立当初
に宣明した「我カ社ノ精神」で、事業へ向かう態度や社会とのかかわり方を示し、守り続けてきました。

事業を通して社会に貢献する―
それが私たちの原点です。

創立当時の本社工場（明治37年） 食器と砥石を混焼する焼成工場（昭和15年頃）
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創業者から受け継いだ
想いを胸に
ノリタケの未来を描きます。

コンプライアンス

地域コミュニティとの
調和ある発展と、
事業を通じた社会への
貢献を目指す

適時・適切・公正・迅速な
情報開示に努め、
長期的な価値還元を目指す

働きがいのある
環境を整え、
グローバルに
活躍できる
人材を育成する

品質安全管理を徹底。
良い製品やサービスを提供し、
ともに発展する

適正な調達慣行を通じて、
社会・環境課題へ
ともに取り組む

ノリタケグループ
企業倫理綱領による
従業員への徹底

環境
持続可能な社会の実現を
目指し、製品ライフサイクル
全体を通じた事業活動に関わる
環境負荷削減活動を推進する

ノリタケグループ

お客様

従業員

株主・
投資家地域社会

お取引
先様

「社 是」

倫理規範
「企業倫理綱領」

❶ 社是「良品・輸出・共栄」の実践
❷ 法令・社会規範の遵守
❸ 従業員の人権尊重
❹ 地球環境の保全と、 ゆたかで住みやすい
　 地域社会への貢献
❺ 株主・顧客・地域社会などへの情報開示

創立当初に宣明した「我カ社ノ精神」に示した理念を「社是」や「企業倫理綱領」としてまとめ直し、
ノリタケグループ全社員に浸透させています。

お客様に心から喜んでもらえる
製品を提供する良 品

お客様を広く海外に求め、世界のお客様に
喜んでもらえる事業を目指す輸 出

会社や事業に関わるすべての人々が
繁栄や幸福を分かち合う共 栄

ウェルカムセンター（テクノロジーコーナー）
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